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荷主さんから選ばれる会社
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物流と安全をクラウドする

お問い合わせは 059-359-5811 担当 久長まで (No. i-1502)

になる仕組みがあります

社内が自然と活気づき、社員全員の意識が高まって、

私は、運送会社の社長様とのお付き合いが増えるにつれて、運送
会社様に特有の、あるパターンに気付きました。
それは、どこの運送会社様も、
・社長の思いや情熱は社員達にはほとんど伝わらず、
・運転手はどこか他人事のようで協力してくれず、
・幹部はなかなか思うように育たず、
・社長がひとりで奮闘して、やっと会社を盛り立てているものの、
・荷主から見れば、どこも似たり寄ったり

というケースがあまりに多い、ということです。

社長の情熱は、なかなか伝わらない

そんなお悩みをお持ちの皆様に、今回は、社員全員で「情報」や
「情熱」を共有することで、自然と御社が「荷主から選ばれる会社」
になっていく、という仕組みをご紹介します。

この仕組みを使えば、社長様がひとりでアクセク・イライラ・ヤキモ
キしなくても、自然に社内がイキイキと活気づき、社員全員の意識
やワクワク感がみるみる高まります。

そして、いつのまにか社内のベクトルがガッチリとひとつになって、
御社がキラキラと魅力ある強い組織へと生まれ変わっていきます。

もう社長がひとりでがんばらなくてもＯＫ！

すぐには信じられないかもしれません。

でもこれは、社内に存在する「情報」や「情熱」（感情）を全員で共有
することで、今まで何でも「他人事」のような顔をしていた社員さん
達（特に運転手さん達）も、会社内でのすべての出来事が「自分事」
のように思えてくる、という画期的な仕組みなのです。

キーワードは「情報」と「情熱」の「共有」

この仕組みの重要なポイント（効果）は３つあります。
①報連相や指示/命令が徹底されてミスが少なくなる

→荷主から見て、「問題のない会社」になっていく
②社内の誰もが同じ情報を持ち、同じ価値観を持つようになる

→荷主から見て、「頼りがいのある会社」になっていく
③社員全員がお互いを高め合うという良い社風が生まれる

→荷主から見て、「魅力的な会社」になっていく

この３つで御社は「選ばれる会社」になる！

つまり、この仕組みを使うことで、御社は、活気があって、頼り
がいがあって、魅力的な、一枚岩の強い組織になれます。

その結果、いつの時代であっても荷主さんから選ばれる、同業
他社よりもひとつ抜きん出た会社になることでしょう。

同業他社よりも「ひとつ抜きん出た存在」に！

この画期的な仕組みに興味のある方は、試しに一度、ご連絡く
ださい。親切で気の利いた弊社 久長が親身にご対応します。

まずは気軽にお問い合わせください。

石川県貨物自動車運送適
正化事業実施機関（谷本
義治本部長）は８日、ト
ラック協会や荷主、マス
コミ、学識経験者などで
組織される評議委員会を
開催し、今年度上半期の
活動状況報告および物流
施設の見学を行った。
　谷本本部長はあいさつで「軽油価格は少し安くり、運
賃価格の一部上昇も見られるが、深刻なドライバー不足、
労働時間の規制の強化、事故防止、環境保全対策などト
ラック運送業界にはさまざまな課題が山積している。し
かし、こういう時期こそ地位向上のため適正化実施機関
の活動が重要視される。委員会の貴重なご意見を聞いて
今後の活動に役立てていきたい」と述べた。
　委員会ではまず任期満了にともなう委員の交代が報告
され、昨年任期中に死去した敦賀彰一前委員長に代わり
評議委員となった弁護士の坂井美紀夫氏（坂井法律事務
所）ら３名の新委員に委嘱状が交付され、委員長には坂
井氏が選任された。
　委員長就任のあいさつで坂井氏は「私は常々、物流は
経済の血液だと考えている。事業の適正化にはこういっ
た監督する機関もさることながら労働環境の適正化、賃
金の適正化が必要となってくる。少しでも貨物運送の適
正化に尽力できるよう取り組んでいきたい」と述べた。
　今年度の活動状況の報告後、物流施設視察を行い、金
沢市新保本町にある「日本郵便㈱新金沢郵便局」を訪問。
一部を除いた石川県全域における地域区分局業務および
金沢市の一部及び野々市市の集配業務を担い、１日あた
り郵便総数１５０万通を取り扱う同局の安全・環境への
取り組み、そして物流効率化のために導入された「フラッ
トソーター」と呼ばれる光学文字認識またはバーコード
により郵便番号と宛名住所を読み取り、指定された区分
け口に自動的に仕分け・集積する郵便区分機を視察した。　

物流施設視察に新金沢郵便局訪問

　  勝ち残りへ各社の対策

岐阜県のある事業者は年々厳しくなる行政処分への

対応を進めている。「比較的処分が甘いのでは」とさ

れてきた中部運輸局管内だったが２００９年以降は

事業停止処分が相次いでいる。「法令違反が企業の存

続を左右する傾向が強まっている」という認識が経

営者の中で非常に高まっているのは明らかだ。「本業

がどれだけ順調でも、法令違反で足元を掬われては

仕方ない。余裕がある今はそれに取り組むいい機会

だろう」と話す。

静岡県で部品輸送を行う事業者は安定した経営をし

ている中でも「新規案件の獲得」に力を入れること

とした。「安定的に利益を確保することは必要。しか

し現状維持では縮小均衡していきやがてはジリ貧に

なるだけ」。また、顧客企業の数を増やすことはリス

クの分散にもつながる。「一つの荷主への依存度が高

いと不況となったとき、もろに影響を受ける。同じ

売上であっても取引先企業は多い方がいい」と話す。

㈱イワタ輸送センター（天野恭子社長、静
岡県袋井市）は２０日、「第４４期決算報
告・安全会議」を開催した。

天野社長は、４４期の決算報告で「『働き
やすい環境を整えれば売り上げは後から
ついてくる』という考えのもと、効率的
な動線の仕組みづくり、安全な職場品質、
心豊かな社員の育成、の３つをポイントに
環境整備に取り組んだ結果、新規の取引
が運送部門で３１社、倉庫部門で１１社増
加した」と説明。そして４５期の方針とし
て、短時間労働を積極的に推し進めるほ
か、“ 健康経営 ” の実践として心と体のケ
アをしていく。さらに、「倉庫の環境整備
をして新規顧客の獲得を努める」、「４６期
を見据えた営業活動を開始する」、「グリー
ン経営の認証取得を目指す」といった方針
も打ち出した。
　新入社員挨拶では、吉田直也さん、西尾
季里子さんが入社の動機や抱負を語った。
また、各リーダー挨拶では、藤田光人さん、
中川智史さん、水野賢也さん、古橋ひとみ
さん、吉田直也さんが、それぞれ１年間の
反省と次年度に向けた決意を述べた。
安全会議では、西濃通運㈱会長の柳迫茂矢
氏が「安全実話」と題して講演。過去に起
きた自社ドライバーの死亡事故を赤裸々
に告白。遺族からお父さんを返してと泣
かれたことやショックで３日間寝られな
かった辛い経験から、一定頻度で事故を
起こす乗務員をトラックから降ろすこと

を決めた。「事故は家庭崩壊にもつながる。
厳しいようだが命と引き換えにはできな
い。皆さんは自分と家族を守るため安全運
転を心掛けてほしい」と訴えた。
　次に、㈱データ・テックの杉山建氏が、
イワタ輸送センターが導入したＳＲ（セー
フティ・レコーダー）の２か月間にわたる
ドライバー別データ推移を見ながら運転
の改善傾向や注意点などを共有。「平均速
度や最高速度を抑えた運転となり、全体
的に得点がアップし、速度を抑えた運転に
なった。また、車間距離を空けるなど危険
を予測した運転になったり急ブレーキの
回数が減ったことにより燃費がアップし
た」と導入後の効果を説明。また、「相手
の良いところを褒めてほしい。そうすれば
自身も褒められるようになり、会社全体が
よくなっていく」と呼びかけた。
　そして、事故防止講習では、㈲ディ・ク
リエイト代表取締役の上西一美氏が、①合
流地点の自転車などの接触②交差点での
事故③サンキュー事故④追突事故⑤後方
不注意による事故⑥バック事故、について
ドライブレコーダーの映像を活用しなが
ら、これらの特徴的な事故を起こす背景や
事故を起こしやすい人の特徴、そしてそ
の予防策について詳しく解説。そして「自
動車の運転の基本は、認知→判断→操作。
しかし、事故を起こしやすい人は、操作→
判断→認知のように順番が逆になったり
同時進行してしまう傾向が強い。自身の性
格・性質を知ったうえで運転することが事
故防止には重要だ」と述べた。
　表彰式では、今回ＭＶＰ社員は該当者な
しだった。最優秀リーダー賞には古橋ひと
みさんが受賞した。最後にこの日誕生日を
迎えた天野社長にサプライズとして、社員
からねぎらいの言葉とプレゼントが贈ら
れた。

専門家招き「決算報告・安全会議」開催  イワタ輸送センター

決算報告を行う天野社長

石川県適正化実施機関評議委員会

谷本本部長（左）から委嘱状が手渡された




